
医師 看護師 薬剤師 栄養士 ＰＴ

1.あなたの職種について教えてください 3 23

ＯＴ ＳＴ ＭＳＷ
ケアマネー
ジャー

訪問看護師

4 2

介護福祉士 その他

５年未満
５年以上
１０年未満

10年以上
20年未満

20年以上

2.現在の職業に着いてからの経験年数は何年ですか？ 6 6 14 6

はい いいえ

3.通常の勤務で、緩和ケアに関わることがありますか？ 28 4

大変有効で
ある

有効である
あまり有効
ではない

有効ではな
い

4.今回は複数の施設が関わった事例について検討を行いましたが、こ
の検討会は地域間での連携を図る上で有効であったと思いますか？

23 9

大変役に立
つ

役に立つ
あまり役に
たたない

役に立たない

5.この検討会は、各施設で行われている緩和ケアについて理解するの
に役立ちましたか？

24 7

適当 長い 短い

6.検討会の時間は、いかがでしたか？ 28 1 3

参加したい
時間があれ
ば参加した
い

参加したく
ない

7.今後、検討会を継続して行う予定ですが、参加を希望されますか？ 19 13

年に1回 年に2回 年に3回 年に4回

8.検討会の頻度は、どの程度が適当と思われますか？ 3 13 9 5

9.検討会で取り上げて欲しいテーマについて教えて下さい。

開催日時：平成28年8月25日（木）

回答人数32人

・告知について。

・急性期病院で迎える終末期、患者家族への介入。

・がん終末期患者の意思決定について。

・終末期のペインコントロール。セレーションをかけるタイミング。

・医療者の緩和ケアにおける葛藤

・精神的サポート、社会資源。

・新生児の在宅への移行支援



10. その他に感想やご意見がございましたらお願いいたします。

・今回のような事例検討を希望します。ありがとうございました。

・とても有意義な時間が過ごせました。ありがとうございました。山大Ｄｒ、在宅Ｄｒ、訪看の方全ての方の話がき
けたのはとても良かったです。

・在宅の方の話を聞けて勉強になりました。

・とても貴重な機会をいただきました。ありがとうございました。

・グループ検討の時間がもう少し長くても良かったです。

・在宅医療の実際、どこまで出来るか（どこまでも出来る）ということが分かり、介護の選択肢の幅が広がりまし
た。

・たくさんのヒントをいただけて、明日からの看護に役立ちそうです。

・今回の症例で色々な施設の多職種の方の連携の重要性を理解でき、それぞれの立場の方の熱い思いが伝わってきま
した。
参加できて良かったです。


